
資料－１ 

第１回「道路事業評価手法検討委員会」議事概要 
 

平成１５年１月２３日（木） 
於東海大学校友会館「朝日の間」 

 
１． 委員会の運営について 

第１回については、事前に委員の方々のご了承を頂く時間がとれず、議事録公開

となったが、今後の委員会は議事も含め公開とすることが諮られ、了承された。 
 

２． 費用便益分析に用いる原単位の改定案について 
○ 全般について 

・変動するデータに基づく原単位をどう更新するのか整理が必要。 
・費用便益分析は With-Without の分析であり、整備前後の比較ではないことに

ついて明確にすべき。 
・原単位の作成に当たって、平均値を用いるのか限界値を用いるのか、統一的

な考え方を整理すべき。 
 

○ 時間価値原単位について 
・車両の機会費用の算定にあたり、リース料からレンタル料に変更しているが、

レンタル料が妥当な理由を整理すべき。 
・業務目的の乗員の社会費用について、フリンジベネフィットを加えているが、

規模の経済が働くのでこれをそのまま加えてよいのかの妥当性を整理すべき。 
 

○ 走行経費原単位について 
・改定案における増減の要因内訳について整理した資料とすべき。 

 
○ 交通事故損失額に係る原単位について 

・欧米などの事例では、交通事故死に伴う損失額は一般的には数億円であり、

日本の数値は低すぎる。 
・欧米では、交通事故の死亡による精神的な苦痛や苦しみの額を高く評価して

いるが、内閣府の検討では内容がよく分からず、盛り込まれなかった経緯があ

ったのではないか。 
 



 
３． 客観的評価指標(案)の改定方針案について 

・指標相互のダブルカウントに注意が必要。 
・B/C≧１なのか１．５なのかという議論、また、絶対額（B-C）なのか、比率（B/C）

なのかという議論がある点にも留意が必要。 
・議論にあたっては、適用する道路種別を明確にする必要がある。 
・計画プロセスのどの段階なのかによって、使うべき項目が違うのではないか。（例

えば、ネットワーク論の時点での評価と個別事業着手の際の評価は異なるのではな

いか。） 
・アウトカム指標の算出の手間を考えた実務面にも留意する必要。 


